
NDBデータの第三者提供について

健康保険組合連合会
理事 松本真人

 NDBデータの特徴
 健保連の事例紹介
 NDB利活用の容易化への期待
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NDBデータの特徴
 診療報酬明細書（レセプト）と特定健康診査・特定保健指

導の結果に関して、国内に存在するデータベースで最も悉
皆性が高い。

 レセプト情報と特定健診情報を紐付けることで、医療の内
容と検査値を組み合わせた分析も可能。

 第三者への提供を平成25年度から本格実施。
 提供データには３つの種類がある。
特別抽出＝指定した条件に従って匿名レセプト情報等を
データベースから抽出。
集計表情報＝指定した条件に従って匿名レセプト情報等を
抽出し、一定の集計処理。
サンプリングデータセット＝あらかじめ一定程度の割合で
抽出した匿名レセプト情報に対してさらに安全性に配慮し
た処理。
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健保連の事例
新型コロナ第１波による受診状況の変化を時系列で検証し、政策提言を作

成するため、令和２年度に特別抽出の申請を検討したが、主に次の理由で断
念した。

 申請からデータ提供までかなりの期間を要する。事業期間が決まっている
研究の場合、早期の申請が必要となるが、早く申請すると最新のデータを
入手できない。
※厚生労働省のFAQでは「提供申出が承諾された日からデータをご提供するまで、
長期間（200 日以上）を要する場合がある」とされている。

※健保連は２年毎にレセプト分析に基づく政策提言を発表しており、実質的な事
業期間が１年程度であるため、データ提供が遅延すると事業が成立しない。

 特別抽出の場合、事前に確度の高い仮説を設定し、詳細な分析デザインを
固めておかなければ、探索的な研究が困難。
※厚生労働省のマニュアルには、特別抽出が想定する研究イメージについて、
「既に小規模のレセプト分析である程度の知見を導ており、これを全国規模の
データで研究を行う場合」と記載されている。

※集計表情報は分析に向かない。サンプリングデータセットは時系列の分析が想
定されていない。
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健保連の事例
NDBデータの代替として、108健保組合から匿名レセプト情報の提供を受け、
以下の分析結果を令和３年９月に発表した。

NDBデータを活用できれば、上記の分析を全国規模で実施することができ、
コロナ禍による影響をより詳細に検証することができたと考えられる。 4



NDB利活用の容易化への期待
NDBには機微な情報が含まれ、第三者への提供につ
いて慎重に審査する必要があることは理解するが、
貴重なデータを民間の創意工夫で有効に活用するこ
とは、社会的に有益である。
一定の公益性を条件としつつも、多様な分析的研究
や研究計画の柔軟な変更を認める等の運用の改善と、
迅速にデータが提供されるための体制の充実により、
第三者による研究利用を推進すべき。
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研究の公益性に応じた審査の緩和
目的の範囲内で仮説の変更やデータの追加を容認
データ提供までの期間の目安を設定
実務を担当する人員の確保
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